
都市化による爆・家 ω変貌

弘前市和徳、地域の場合

神 緯 子

r調査の自的及び方法 j
最適主党都詰まのみ左らず地方欝潜記事、h ても都市fとの進展が奮し<.それに伴い部前内部や

周辺地域"i~Q)姿を変容してきているa 都市内部虻妻子ける既成市催地の幕議成，都市周辺k

bける郊外。都市化，都事竣の拡大による欝響辻種々の静で現。れるが.都市端部;拡大K伴つ

ては都市罵辺地域の農村。変容が鬼られる。農地ポ講臆され都穏或ボ拡大して〈ろ詑建って.

土地均所有者である農家はそれ托対して様々;て反応しまセ変哲Fを鬼ぜているであろう母

弘前市の和徳地域主主電鉄弘前駅の東側及び裏側K位麓しえ水田地帯であっえポ，都市化の発畏

進行Kよって近年著し〈その策観奇変えてきている地域である樟護者は都市化の瀞響托よるj需

辺機村〈農家〕の毅瀞を知る ζとを目的とし.その考察の手段としてζの和徳地域全選んだ。

鑓査の方法としては，農地転培農家を調べてアンケ…ト宏行った白

f考察 j

都市北詑工って長義援が変裂してVl<療をとらえる誌に，まずを合意家を袋減ぢぜてV~< 要国.

ずまわち「都寄{ヒjということを土地利用の面から，紙詣の関係上ど〈議単に述べる白

調査地域のi漬屍状況

犠誕の選んだとの地域J玄喝崇弘前駅に近川 ζ と，市街地~t::近 vl とと. ¥，1"¥る

ととまどから.弘読者の左小でも翠〈から農地の漬箆が設さitた地域である。鰐和33年どろ

をさかI~ 比して長地勾差是村的土地利靖から都布告そj土地利需への転換が組り始ゐ，今日でví.畿地

a議議鉱物2著し〈進めら 11.ているf刀である。昭和33年から39年9J.Jまでのζの地謡炉転用

調積は約 251lfTで却道沿いの本唱を直線的児漬嘉して1/¥っている。潰廃部機ゅ最も大き是正っ

たのは35年fJ)5 3認で続いて 38‘5守年の50反となっているが.38年どうからζの地域b

費量箆蚕穣(J)増加率は弘義市の他の地域に〈らべて低〈なっていんこれは.手線地域にかける

住宅熊主宰としてり記塙ウi38球から誠り詰めた ζと托よるも勺と思われる(38.39年の潰屠

商!婚のうちそえぞすも60場.70噴るが工場用地であるh

技.1:.農地の捜鱗状況をど〈ど〈鱒単托述べたが，それで法住宅.工場，学校など都市的ニヒ
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地利用詑するための土地を提供した農家:tj:r都母子化jというもの陀ませしどのように対応し.ま
た変殺してきているかを次から莞てを/¥<ことにする。

議場売却説家の地域的性格

詞じ和徳地域でも学fJCよってその潰廃面積£はかまりゅ盤ポあるが .ζれ児は土地提供農家

の地戒!拘議陀よるものではな加であろう語、各地域の農地潰路農家率は懐7ëが 30~. 和泉 50

偽(2声) .経団25.8f1JJ .高崎44.8t!bで主り‘護蕗農家的約79婚が専護農家で，兼業農家

の比率は非常に法<なっている。しかしこれ詑ば字お詑よる差が誌も札，等奨議家が農地主要

理しずと識が多(iまって'/¥.るのは，接元，藍患で.乏かでも穣完法溌蕗産家15戸全部が専議農家で

ある。逆記帯、議農家の撰議が多いゲHi，議靖，和泉で.高~毒?まる割がそれであるa

潰廃言語壊と議選議家の報議選との欝需を35志乃ヂータで検討Fると.35年訟での潰廃農家

が専業議家:まふりである野沼.箭球，竪留に比して.讃蕗農家の中促報議嫌嫌が合まれてM る

策定，松ケ枝.，惑靖ポ大寒川護灘高績を占めているe農地を売却した寄託議織家的総営規模は5

反来潜必議家が11戸.5-10反が22戸.10-15反.15度以上。輔がそ凡ぞれ17戸と

?戸詑在っているが t 5成未満の農家11戸のうち7戸までポ高崎の雪量議農議長で，同じ竣業農

家でもそ仇胡i諜ポ非常に小渡1/¥のである。年度別K売却農家のi箸曜をみると，讃瀦農家が各護

とも急、苦女児増えた35若手をとぎか怖にして.33.34年は 1013ミ来識の議家の讃護ヲ~t多4かったむ

に対し .36年からは10庶札J:の;轡i輔が増えてvlるう ζれiま珪諮っ蔀道的土地判明都議まるに

つれて最初陀その土地を提諜ずるのは.器援認識が小さ〈生産のゑ主りあがらまνlj饗j醤であt1t 

都市j或の拡大陀伴う地錨の認3事亡事j戟されてこと迭を苧援すよう死まる3が設営規模の大義

家であろうと患かれる骨

農地を売っ之代金の箆途として;立.)j~鴻地語導入費金が全体の約 3 0 ~惑を占め，建物修築資金が

28. 3 号~ .生還愛金が 13qるで境川ていん地域的めま.JJf.民地~<:ì入資金とした農家の 50 婚

が高鳴で設も多'/¥0 宝活賞金として使用し叱のな盛田K多〈‘建吻i事築資金としセのは催記.

高崎に多'/\が.高~容の;場合.農地認却婚披 17 戸中. 9戸までが家を新築現/，~ま増改築してい

るー堅田では営良資金 t ~I.踊地綿入資金など，縫礎的な閣に 1主唱したのが多'/\0

以上農地境廃浅家の性格を地域的Lて見てきたが.次がらは護莞農家勾変2勲して'/¥<姿金分析

し.さらにこの潰廃品家内地;掛古性格がどのようにそれに嚢響してM るか.全どを考察してい

〈ととえする。

農家の集会の笑

土地を手議し之農家はそのをヰ誌記主り より縫々の滞brl)仕方をして少しずつ戒hは
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議敢にそm擦を変貌してい〈であろう今

一暗記都市化合遂行K停って都信鍔辺各村が変化してlr.< :過程培農産物的高品化.労奇誌の
(2う

晶化.土地内!需品化としてあらおれてぐる岱

幾産物を高品化する場合，都市住民む話々の替要と結がついたそ薬都3集約腕栽培間号表

的K現むれて〈るが .ζ位地域ではその現設があまち兎られず，都市識の拡大，住宅地の拡大

κ対して積彊的i宅対応しているの試寵〈すまれで.農建物の商品化の進差是は見られか1'¥0

都持?の発趣向彰駿IT)結県唯陀農家の兼装化が進展して〈る令農家経済誌とって場建設のは

必fしも農薬所得だ主?を高めることではま〈農家所得安全球として高めるととである暗都市周

溜の農民にとって限りある耕地吃労働力を投下するより他の諮問K投下し先方が有利であるま

(3) 
らば譲らはζの道を選ぶでめウ% と二う IAうことを予i捜して畿地売鵡農家の総新得K討す

る轟集積簿の変fとと他産撲へ0就職者の有織を調べたが，前者をと衰のしえのゑ留 1である。

俵況は35年K比して 39 年比 fま 90~以との農家合i5 戸で絞っ先のが 4伊であち .50~、初被3

階遣が8戸K増えてvlる噛綾子と全体として議議所持の増えたのは1戸えすぎず7Fが主主合農家

であるー高崎。農家の場合 .39年にまって藷農しセ農家が2戸と農業接待10"来機の藤家

安t戸出してがり j同窓地域で農業所得托砕いて最もはげしv¥変化を見ぜている由農業所得の

増減<<>1..つえ農家の鶏諦性はな <.ζの農業所得の増減は農埼を売却し叱農家がその耕地所有

舵砕いてどのような変北を鬼ぜているか，詑1鶏係するであるう母次K労錫力の商品化が喫綴詑

ほどの語紙行おれているかと川うと，調査農家48戸のうちる5革以後K農業外就識者官出し

て泊る農家は 19戸で全体刀5守番陀議する嘩 長男が就載しえの1，)~多 <9 j3で，世帯妻経者自

身は5戸とまっている嘩 35年より農業所得が感じえ農家は守戸で約50幅広の球担蔑薬以外

の坂入K蝦d.つをり家全体としての兼業化が進められてきているa 前述の農地売却農家全

部のうちで農業所持の或つ党農家は俵元が7持，高崎が4戸であっ売が，そのうちそれぞれる

芦と3戸までが35年以後農業外就職者を出してM る農家である信

表 1 土地C喝晶化拡対する農家の考え方

憐充 和泉 高崎 護剖 誇十

否 定 型 1 F 2 F F 8 F 11 F 

主幹宵宅製 6 2 10 

L|-伝肯 護定 型 4
12 ， 16 

5 
i 

選偲農地約潰灘.節ち商品{誌が留しぐ進んでぬる白は桧!r枝.高端有地域でゐゐが， ζの地
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域VC.掃する土地の揖有者は農地が讃築ナる{都市的土地料用の叱め陀農地を手離す}とvもうこ

とKつ机てどのようVC;怒U ているだろう説、関盗。結畏.r農地が捜れるのは農需生産力が低

下するむで盟まし〈まVlJというく土地C者晶化否定割〉 が 11戸.rある糧事E農地が渡れゐ

の法仕方まいjのく半肯定型〉 が 10芦 t r最地が潰れても可がどんどん発襲し党方がいtAj
と加う〈常宅謹〉 が 16戸，またf農議以外の職業で揚加え万が有利だから土地をや離すj と

いうく転葉覆〉 が5戸と在つセー土地の謝品fとそのもの民ついてだ付む考えをパーセンテー

ジで表わすと否定4が28.るfJt半肯定曜が25.71;t肯定裂が45.7勃で.常定裂が金俳ひ約

50~遅<~と占め， ζむ地域の織築家は「土地C噌晶化j 托かま歩捜磁的であると解釈できるm

しかしとのコ考え方托法審し1/¥地域差が廷られるa 表 1でかかるようK否定議行声のうち 8戸

までが堅田の菱家で，土地K対する音ながらの考え方.土地への執着が強'^oζの臨時掲載の

農搬主義襲ん詑讃嘉されている立誠から少し離れて稔置している ζ ふまえζとの地域の農家の

所有して凶る焼よ患の捨~どちが誌蹴破理のさとさペプと・決臓が透年のうちκめざまし<1まわ九ると

は翠えまい地帯陀多川.主ど者t5市fととvもう ζ とが他。地域詑比べて遥九ていあ ζ と陀よると思

おれる暗 ζ0蚤喧と逆の傾i可で著しv，のが高崎で.土地の端品化院議事雇釣老農家 16戸のラ'b

12戸が議絡の差是家である餓議3靖は昭和.30停から急護tvc議地。捜灘要望が高まつ主意先が.

乙乙忽農議はそれに誕乗しを形をとったのである噌

つまり.元々 1'Fさきりの誼営耕地謝械が小さかった免めK土地詑執着するζ とま〈手離し.71臨

所K飯米程嵐の叔議{tゐげる土地だまtを報償して議委まとしての万南を転換しようとした農家が

多仙のである.')乙0 ように大金を一時κ入手した長家;まその佐漏の議子をガラリと変え，家の

新築，空襲化製品.プロパンガスの龍用，食生活の向上まど.表語上i1:中流の生活をするようK

をつを勾である。

土埼の:福品fとと初日比調達する@農耕{.1"'C'11'l~ ItIA .@暗殺主として'I'l~か

。織識をやめたい，という今後。家の方向につ杭ての考えガは環2でわかる泊り.地域的記時

はや沈静獲が克られ，土地の蒋品化に対する考え方と姻完関係を示してv¥る。

(1) (a出競誠次.r都市謁査法J

出 伊藤郡平・渇辺地一・上議五議・浮世典泉;

f人文地理ゼミナール 時一接言等地理一一J
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表 2 今後(/)賓の方!司詑対する考え方

荏) 手間宮地域は和議栓タ枝，野田，譲元.謡i沼.和泉及び議崎.藍田(学護EB)よ

りなるが .ζの地域の農地の摂脊者d俵元.学!l泉.高靖.鑑明氏多1/¥母
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